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寒中に咲くサザンカ

冬の庭や垣根に花咲くサザ

ンカの山茶とは、つばきのこ

と。棋名は笑福。花曾誕は、

白なら「ひたむきさ」、ピンク

なら「困難に打ち勝つ」。材

は堅く木工細工に使われる。

J 

平
塚
市
で
は
、
来
年
二
月
か
ら

「公
共
施
設
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
を
通
信
回
線
で
結
び
、
施
設

の
利
用
手
続
き
や
案
内
情
報
、
催
し
物
情
報
の
提
供
を
、
一
元
的
に
行
え
る
よ
う
に
し
た

シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま
た
、
申
し
込
み
ゃ
予
約
は
包
括
で
も
で
き
、
申
部
手
続
き
も
市
民
窓

口
セ
ン
タ
ー
で
、

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
団
体
は
登
録
を

導
入
す
る
公
共
施
設
情
報
シ

ス
テ
ム
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と

文
化
施
設
の
利
用
手
続
き
や
案

内
情
報
、
空
き
情
報
を
提
供
し

た
り
、
申
し
込
み
ゃ
予
約
な
ど

の
申
請
を
処
理
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。こ

の
シ
ス
テ
ム
化
に
伴
い
、

十
二
月
一
日
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
文
化
施
設
を
利
用
し
て
い

る
団
体
は
、
登
録
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
登
録
は
、
シ
ス
テ
ム
化

に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に

欠
か
せ
な
い
も
の
な
の
で
、
シ

ス
テ
ム
の
対
象
と
な
る
施
設
を

利
用
す
る
団
体

・
サ
ー
ク
ル
の

代
表
者
ま
た
は
究
任
者
は
、
必

ず
登
録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。利

用
団
体
の
登
録
は
、
次
の

場
所
で
受
貯
付
け
ま
す
。

・
見
附
台
体
育
館
、
総
合
公
園

管
理
事
務
所
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

中
央
公
民
館

{
対
象
と
な
る
施
設
}

①
見
附
台
体
育
館
で
抽
選
を
行

っ
て
い
る
施
設

・
見
附
台
体
育
館
、
市
民
ス
ポ

ー
ツ
広
場
、
桃
浜
庭
球
場
、
学

校
開
放
夜
間
照
明
施
設
等

②
総
合
公
園
管
理
事
務
所
で
抽

選
を
行
っ
て
い
る
施
設

・
総
合
体
育
館
、
平
塚
球
場
、

総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等

③
市
民
セ
ン
タ
ー
と
中
央
公
民

館
の
会
議
室

公
共
施
設
の

利
用
手
順
は

施
設
の
利
用
手
順
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

-
抽
選
に
よ
る
利
用
の
場
合

(ス
ポ
ー
ツ
施
設
)

①
利
用
月
の
こ
か
月
前
の

一
日

か
ら
、
そ
の
月
の
月
末
ま
で
の

聞
に
、
屯
話
等
で
抽
選
の
申
し

込
み
を
し
ま
す
。

②
抽
選
は
利
用
日
の

一
か
月
前

の
一
日
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
行

い
ま
す
。

③
抽
選
結
果
は
電
話
等
で
確
認

し
ま
す
。
(
抽
選
日
の
翌
日
以

降
)

④
当
選
の
場
合
は
、
利
用
申
請

手
続
き
の
窓
口
で
手
続
き
を
し

ま
す
。

-
空
き
施
設
を
利
用
す
る
場
合

(
抽
選
日
の
翌
日
以
降
に
、
空

き
施
設
を
申
し
込
む
場
合
。
抽

選
に
外
れ
た
場
合
も
閉
じ
)

①
電
話
等
で
利
用
施
設
の
空
き

を
確
認
し
、
予
約
し
ま
す
。

②
予
約
し
た
ら
、
利
用
申
騎
手

続
き
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
ま

す。【
利
用
申
請
手
続
き
の
窓
口
】

抽
選
に
当
選
し
た
場
合
と
空

き
施
設
を
予
約
し
た
場
合
の
利

用
申
請
手
続
き
は
、
次
の
受
付

窓
口
で
行
い
ま
す
。

・
見
附
ム
口体
育
館
、

平
塚
球
場

内
体
育
眠
、
総
合
公
園
管
理
事

務
所
、
総
合
体
育
館
、
市
民
セ

ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
市
役

所
市
民
相
談
室
、
駅
前
市
民
窓

口
セ
ン
タ
ー
、
地
域
市
民
窓
口

セ
ン
タ
ー

市
民
用
端
末
を
設
置

テ
レ
ビ
の
画
面
に
表
示
さ
れ

て
い
る
羽
田
を
、
指
で
押
す
こ

と
に
よ
り
、
目
的
の
情
報
を
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
「
市
民

用
端
末
」
を
設
置
し
ま
す
。
こ

の
端
末
機
か
ら
施
設
の
申
し
込

み
ゃ
予
約
、
施
設
の
空
き
状
況

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
図
魯
館
や
博
物

館
、
業
術
館
等
の
公
共
施
設
楽

内
情
報
や
催
し
物
情
報
も
見
れ

ま
す
。こ

の
市
民
用
端
末
は
、
施
設

が
集
合
し
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会

に
人
が
集
ま
る
こ
と
の
多
い
次

の
場
所
に
設
置
し
ま
す
。

・
M
N
ピ
ル
十
階
ス
カ
イ
プ
ラ

ザ
ロ
ビ
1
、
市
役
所
市
民
ロ
ビ

ー
、
神
田
公
民
館
・

金
田
公
民

館
・
金
自
公
民
館

・
旭
南
公
民

館
の
ロ
ビ
ー

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

施
設
の
空
き
状
況
を
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
提
供
し
ま
す
。

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
付
き
電
話
機

か
ら
申
し
込
む
と
、
施
設
の
空

き
状
況
を
送
信
し
ま
す
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}

・
見
附
台
体
育
館
電
話
訂
|

三
O
五
七

・
総
合
公
闘
管
理
事
務
所

話
お
l
ニ
二
三
三

・
市
民
セ
ン
タ
ー

ニ
ニ
三
五

・
中
央
公
民
館

一
一
一

電
話
詑
|

電
話
M
l

持
品
名
告
丹
枇
品
、
骨
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写真トビvクス

平成5年 12月寸目

官
少
年
会
館
で
は
「
聴
く
知

る
楽
し
む
吹
奏
楽
」
を
テ
l
マ

に
、
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
を
聞
く
。
初
め
て
の
方
で
も

十
分
楽
し
め
、

ロ
が
こ
ら
な
い

コ
ン
サ
ー
ト
な
の
で
、
親
子

で
、
友
人
同
志
で
ご
来
場
を
。

広綴ひらつか第 5寸6望号

マ
日
時
ロ
月
四
日
(
臼
)
午

後
2
時
1
3時
初
分

マ
会
場
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

マ
定
員
七
百
人

マ
入
場
無
料

マ
出
演

湘
南
シ
1
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

マ
内
容

・
1
部

「
音
楽
教
室
」
楽
部

の
紹
介
や
説
明
を
交
え
な
が
ら

吹
奏
楽
の
楽
し
さ
に
ふ
れ
て
み

る-
2部

「
コ
ン
サ
ー
ト
」

ポ

ッ
プ
ス
系
の
メ
ド
レ
ー
、
ス
ク

リ
ー
ン
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
、
ラ
テ

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

※
な
お
、

1
部
の
「
音
楽
教

震
称
隠
レ
イ
ジ
ボ
，
a
，

公
害
パ
ト
ロ
ー
ル
電
気
自
動
車

の
名
付
目
た
「
レ
イ
ン
ボ
ー

号
」
が
優
秀
賞
に
決
ま
っ
た
。

選
定
理
由
は
、

「澄
み
わ
た

っ
た
大
空
に
浮
か
び
上
が
っ
た

虹
の
か
げ
橋
が
、
私
た
ち
を
公

害
の
な
い
す
ば
ら
し
い
世
界
へ

導
い
て
く
れ
そ
う
な
、
夢
の
あ

市
民
の
方
々
に
、
環
境
問
題
一
の
変
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
一

二
百
八
十
四
点
の
応
募
が
あ
り

と
、
公
害
パ
ト
ロ
ー
ル
車
と
し
一
審
査
の
結
果
、
花
水
小
3
年
生

て
使
用
し
て
い
る
屯
気
自
動
車
一
の
相
原
英
聴
(
ひ
で
あ
き
)
君-mた

ば
か
り
の
魚
だ
よ

鍋師品札

「日』

りU
 

とつや

る
愛
称
」
と
し
て
決
ま
っ
た
。

マ
特
別
賞

3
名
(
敬
称
略
)

「
エ
コ

ロ
君
」
三
浦
利
江

(
河
内
)
、
「
そ
よ
風
号
」

加

納
信
夫
(
徳
延
)
、
「
き
ら
め

き
号
」
山
野
辺
稔
(
束
中
原
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
保
全

課
(
内
線
三
三

O
)

レイ ン ポ一号 と名付け親の相原君

官
一フぷ

A
U
A
U
A
U
A
U
n
u
n
U
AU
n
u
n
u
n
U

A
U
AU
A
U
A
U
A
U
n
U

A
U
 

3

3

0

3

0

0

2

0

0

3

0

0

0

5

4

1

0

 

q
d
A句

G
U
刈
匂

C
O

A

q

t
d

c
o
c
O
4
u
τ
r
O
A噌

a
u
q
3
必
勾

c
o
c
o

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
 

、J-
A
U

A
り

ハ
U

A
U
A
U
n
u
n
v
nv
n
v

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
A
U

L
L

-

A

U

A守
口

U

今

d

h

U
内

U

今

δ

丹

δ

n

u

つd
n
u
n
U
AU

n

u

'

A

1
A

A
U

中
一

3

3

5

3

5

3

4

5

5

3

5

3

5

3

4

5

5

4
A
u
-
唱

A

'

A
司

i

噌

i

唱

i

市

i

'

i

司

A

T
ム

、

A

司

A

'
A
唱

A

'

A

'
A
'A
'
A

竺
H
H
口
日

日

円

白

日

ロ

円

四

口

H
口

i
t
-

-

q
、u

，a
z

(
ー一

U

6

7

7

1

1

程
一月

日
一〕

の

一
回

日

間

沼

市

旧

旧

旧

泊

泊

館
一肌
1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

室
旦

ロ

図
一

街

拍
4
一

枝

庖

館

沼
市
一
一

枝

館

校

館

校

校

館

校

校

学

商

校

館

民

稽
D
一
学

民

学

民

学

学

民

学

学

小

野

学

校

民

公

;

-
小
公

小

島
寸
公
小
小
公

小

小

ほ

み

中

学

寺

公

丘

れ
国
島
崎
心
田
届
沢
沢
延
目
ず
じ
陛
小
宝
田
が

城

城

岡

浄

金

土

吉

吉

松

金

み

ふ

旭

浴

海

立

松

-
中
央
公
民
館
2
附

(
屯
話
加

ー一一

一
一
一

)

{第
2
回
入
木
会
役
員
展
「
ぐ

う
・
ち
よ
き

・
ば
あ
」
(
特

ベ
ル
マ
l
レ
平
塚
の
J
リ
1

迫
)
}
ロ
月
5
日
(
臼
)
ま
で

グ
昇
格
に
合
わ
せ
て
、
サ
ッ
カ

{第
幻
因
子
ど
も
会
文
化
活
動

l

図

告

と

雑

誌

の

展

示

、

貸

し

発

表

会

(

写

真

、

は

り

絵

、

工

出
し
を
し
て
い
る
。

J
リ
1
グ

作

)

}
ロ
月
日
日
(
土

)
s
u

関

係

図

書

や

サ

ッ

カ

ー

の

入

門

臼

(

日

)

mu
な
ど
魅
力
的
な
新
刊
本
を
そ

{五
領
ヶ
台
市
校
長
術
展
(
絵

ろ
え
て
い
る
。
ご
利
用
を
。

(

包

括

幻

l
六
三
ニ
九
)
画
、
版
画
等
)
}
ロ
月
日

H

マ
期
間

ロ
月
初
日

(
臼
)
ま

{花
み
ず
き
会
押
花
展
}
ロ
月

(水

)
5四
日
(
日
)

で

2
日
(
木
)
1
7
日
(
火
)

【神
奈
川
大
学
平
塚
キ
ャ
ン
パ

マ
展
示
会
場
中
央
図
諮
館
2

{平
原
美
術
協
会
作
品
展
}
ロ

ス

写
真
部
「
学
外
展
」
}
ロ
月

階

貸

出

室

月

9
日
(
木
)
i
M
日
(
火
)
幻
自
(
水
)
ら
お
臼
(
臼
)

子

江

編

泰

明

一

社

社

夫

進

る

子

太

治

彦

一
白

津

君

会

之

正

一

タ

一

グ

鶏

幸

出

え

通

茂

其

義

の

話

b
S
1

術

佳

沢

み

野

川

タ

一

タ

一

雄

川

小

考

島

藤

内

司

自

電

{一一一一=一一

活

永

る

小

つ

佐

横

一

セ

一

オ

桶

ど

中

斎

竹

園

図

(

Z
E
E

生

福

く

だ

セ

な

セ

ヴ
ト

3
よ

ち

た

初

日

割

ジ

つ

わ

み

き

・

本

ツ

N

以

い

読

し

包

一悶
b
一

ン

を

話

私

編

好

ル

日

ニ

E

法

う

持

入

因

。

MUUハ
圃

レ

間

の

と

わ

の

ラ

ル

M

他

方

も

の

り

購

央

を

い一一==一
一

ヤ

新

ば

戦

な

私

ユ

よ

ラ

ブ

の

の

を

へ

釣

は

中

ね

d
苧

4
.
チ

語

そ

防

む

グ

チ

以

ユ

ラ

そ

造

育

と

婚

ト

岱

、

尋

E
M
M

の

本

と

攻

活

編

ン

ナ

チ

ク

・
榊

教

と

結

一

図

は

お

繭
吋
羽

マ

円

陣

と

ル

生

て

タ

の

ナ

一

学

の

心

く

な

ボ

た

く

に

4
i
-
マ

で

出

つ

ウ

・
め

ン

り

の

タ

科

気

中

働

き

の

迫

し

し

)

学

園

リ

徒

よ

パ

庭

じ

カ

た

人

一

会

意

活

が

て

季

長

税

群

日

文
帰

パ

学

ひ

ラ

家

は

超

ふ

2

セ

社

生

生

女

す

四

社

掲

。

ω

0

・

・

・

・

・

0

・
・

・

・

・

0

・

・

・

・

・

・
※
部
一

サ
ッ
カ
ー
図
書

マ
主
な
図
mu

J
リ
l
グ
熱
狂

読
本
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ、

J
リ
ー
グ
サ
ボ
l
タ
l
ブ

ッ
ク
、
週
刊
サ
ッ
カ
ー
マ
ガ
ジ

ン
、
サ
ッ
カ
ー
上
達
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
、

J
リ
ー
グ
観
戦
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
、
サ
ッ
カ
ー
の
う
ま
く

な
る
本

マ
問
い
合
わ
せ
先
中
央
図
書

館
(
屯
話
訂

|
O四
一
五
)

【
ユ
キ
油
絵
教
室
生
徒
作
品

展
]
ロ
月
日
日
(
木

)
1幻
臼

(
火
)市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

前
日
の
雨
が
う
そ
の
よ
う
な
秋
空
の

も
と
、
「
産
業
ま
つ
り
」
「
で
て
こ
い

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
ま
つ
り
の
会
場
見
附
台
体
育
館

で
は
、
漁
師
鍋
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
長

蛇
の
列
。
新
鮮
な
野
菜
や
魚
の
服
売
、

姉
妹
都
市
の
物
産
展
に
も
多
く
の
人
が

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

で
て
こ
い
ま
つ
り
の
会
場
と
な
っ
た

総
合
公
園
も
、
も
の
す
ご
い
人
出
。
特

に
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
は
見
物
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

第 9 回
友好都市

く>12月 16 日(木)~19日(日 )
午前10時~午後7時
(最終日は午後6時まで)

く〉駅ピルラス力 6階ホール
【物産】 民主品、陶磁日持、機球、

南部鉄様、栄子、 71'(物、地柄、

酒味うどん、 j年:地11
1

(送りんご

【実演販売 】こけし、イー ハトーブ

裂織、忍、び駒、花巻人形、花巻傘

侍別企画 】花巻の院

ふるさとの味「きりさんしょ j、

こけしの給付け、忍び駒づくり

(19日のみ)、りんごの皮むき大会

と観発柳葉敏郎コンサートツアーrAJ

交流親善課(内線597)-問い合わせ

2月5日(土)
開演午後6時30分

市民センターホール
S席4.500円， AI市4.000円

12月 51司(11)午hIilO時からiiilえセ

ンター、チケットセゾン、チケットびあ(よ壬

附 属 4190"!i)、ヤンレイレコード(ラスカ 4

陪)、稲元信楽器r.5_サクラ許底本府、花水

ス
テ
ー
ジ
で
は
楽
し
い
備
し
が

日時

会場
。入 場ー料

。 前売所

担Jr.sほか

※泡話予約は12月 7日(火)午前 8時 30分から

で受付(千包括32-2235)市民センター
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私
た
ち
が
日
ご
ろ
よ
く
か
か

り
、
身
近
に
あ
る

「か
ぜ
」

は
、
急
に
起
き
る
呼
吸
掠
粘
膜

の
炎
症
疾
忠
の
総
称
で
あ
る

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

J

は
「
か

ぜ
」
の
王
様
と
い
え
よ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
五
歳

か
ら
十
四
歳
に
か
か
る
率
が
多

く
、
冬
に
な
る
と
流
行
す
る
。

現
在
は
、

A
ソ
連
型
、

A
香

港
型
、

B
型
の
3
種
類
が
少
し

ず
つ
性
質
を
変
え
な
が
ら
流
行

を
続
け
て
い
る
。
潜
伏
期
は
非

常
に
短
く
、
一
、
二
日
で
発
病

し
、
高
度
の
発
熱
と
全
身
症
状

が
現
れ
、
と
き
に
は
肺
炎
や
気

管
支
炎
、
中
耳
炎
、
脳
症
等

を
合
併
す
る
と
と
も
あ
り
、
と

て
も
怖
い
病
気
で
あ
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
J

の
予
防
と

し
て
は
、
偏
食
そ
し
な
い
。
十

分
睡
眠
を
と
る
。
身
体
を
鍛
え

平成5年 12月 1日(3) 

る
。
厚
岩
を
し
な
い
。
マ
ス
ク

を
す
る
。
室
内
の
換
気
を
す

る
。
必
要
以
上
に
人
ご
み
の
中

に
出
な
い
よ
う
に
す
る
。
外
か

ら
帰
っ
た
と
き
は
う
が
い
を
す

る
。
手
洗
い
を
す
る
。
な
ど
日

ご
ろ
か
ら
食
事
や
生
活
に
気
を

つ
甘
る
と
同
時
に
、
予
防
接
種

を
受
貯
る
こ
と
に
よ
り
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
予
防
で
き
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
J

は
、
ウ
イ

ル
ス
の
性
質
を
変
え
な
が
ら
流

行
し
続
け
る
た
め
、
予
防
接
種

は
毎
年
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
市
で
は
、

一二
歳
以
上

十
五
歳
未
満
を
対
象
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
行
つ

はがきに赤ちゃんの名前、性別、 生 年月日 と両親の住

所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんです。応募

されたはがき(l日掲載分は 1 日~15日締め切り、

15日掲載分は16日~月末締め切り)は、抽選に

より広報紙に掲載します。今回は21人応拡。

会送り先 干 254平塚市浅間町 9- 1 

平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージj係

て
い
る
。

・
期
間
叩
月
1
自
ら
2
月
話

回・
接
種
方
法
医
療
機
関
で
4

週
間
の
間
隔
で
2
回
受
け
る
。

(
健
康
課
)

肝
臓
疾
患
の
講
演

肝
臓
疾
患
忠
者
や
そ
の
家
族

を
対
象
に
し
た
講
演
会
が
聞
か

れ
る
。

マ
日
時
ロ
月
3
白
(
金
)
午

後
2
時
1
4時

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
内

容

肝

臓
病
の
治
療
と
予

防マ
問
い
合
わ
せ
先

平

塚

保
健

所
(
屯
話
詑
l
O
一
三
O
)

自
分
の
健
康
の
確
認
を

が
ん
は
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
大
切
。
年

一
同
が
ん
検

診
を
受
り
て
自
分
の
他
山
酬
を
確

か
め
よ
う
。

【集
団
検
診
]

マ
検
査
の
種
類
、
対
象
等

口
が
ん
(
刊
歳
以
上
の
羽

女
、
五
百
円
)
、
大
腸
が
ん

(
刊
歳
以
上
の
男
女
、

三
百

円
)
、
子
宮
頚
が
ん
(
却
歳
以

上
、
四
百
円
)
、
乳
が
ん
(
初

歳
以
上
、
百
円
)

マ
日
程

1
月
ロ
日
(
水
)
湘

南
農
協
大
野
支
所
、

1
月
日
日

(
木
)
保
健
セ
ン
タ
ー
、

2
月

9
日
(
水
)
湘
南
位
協
大
野
支

所、

2
月
初
日
(
土
)
保
健
セ

ン
タ
ー

※
た
だ
し
、

1
月
ロ
目
、
日
日

2
月
9
日
は
、
円
が
ん
、
大
脳

が
ん
の
み
実
施

マ
申
込
方
法
指
定
申
込
哲

談
議
犠
業

相
え
夜
ゆ

民
M
ゆ
畿
銀
得
一

市
TVKて?方支略拠

広報広聴;深では、給食調理場の調理員

などの活動を過して、 学 校 給食の現況を

紹介する広報ビデオ「みんな大好き/学

校給食J (15分)を放映する。

1.日時 12月 11日(土)午前11時45分~

2.番組名 こんにちは神淡川

※なお、放映したビデオは図古館視聴覚

ライブラリ ーで貸し出す。

12月11日

(
市
役
所
、
公
民
館
、
保
健
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
)
ま
た
は
、
は

が
き
に
希
望
検
診
名
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、
〒
加
平
塚
市
浅

間
町

9
1
1
平
塚
市
健
康
諜

(内
線
二
六
O
)
へ
。

※
希
望
日
は
、

先
岩
順
、
実
施

日
は

一
週
間
前
に
通
知
す
る
。

〔
施
設
検
診
)

マ
検
診
の
租
類
、
対
象
等

子
宮
頚
が
ん

(初
歳
以
上
、

一
千
円
)
、
子
宮
顕
が
ん
お
よ

び
体
が
ん
検
診
(
却
歳
以
上
で

医
師
が
必
裂
と
認
め
た
方
、

一

千
七
百
円
)
、
乳
が
ん
(
初
歳

。
市
民
相
談
室

(
市
役
所
1

階
)
屯
話
幻
l
一

一
一
一

内
総

二
九
三

。
人
権
法
律
相
談
・
行
政
相
談

ロ
月

6
日

(
月
)
、
幻
自

(火
)
日
時
1
M時

。
一
般
法
律
相
談
ロ
月
1目

(水)、

8
日
(
水
)
、
日
日

(
水
)
日
時
'
h
M
時
予
約
制

。
登
記
供
託
測
量
相
談
ロ
月

刊
日

(
金
)
日
時
5
M時

。
住
宅
相
談
ロ
月
幻
自

(火
)
日
時

sm時

。
発
明
考
案
特
許
相
談
ロ
月

6
日

(月
)
叩
時
3
日
時

。
下
請
取
引
相
鍛

ロ
月
刊
日

(
木
)
日
時
叩
分
1
M時

。
定
例
年
金
相
談
ロ
月
9
日

(
木
)
叩
時
1
日
時

.•• .•.. 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

歯
の
健
康

ー

l
老
人
|
|

年
だ
か
ら
自
然
に
歯
が
抜

貯
る
の
は
、
「
老
化
現
象
」

の

一
つ
だ
と
思
っ
て
い
る
方

が
多
い
。
確
か
に
、
老
化
に

よ
っ
て
口
の
中
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
が
あ
ら
わ
れ
、
あ

以
上
、
四
百
円
)
、
肺
が
ん
胸

部
検
診
(
刊
歳
以
上
の
男
女
、

四
百
円
)
、
肺
が
ん
胸
部
お
よ

び
暗
疾
(
か
く
た
ん
)
検
診

(
刊
歳
以
上
で
医
師
が
必
要
と

認
め
た
方
、
九
百
円
)

マ
申
込
方
法
実
施
医
療
機
関

へ
直
接
申
し
込
む
。
実
施
医
療

機
関
は
、
健
康
課
へ
。

心
の
健
康
相
談

平
塚
保
健
所
で
は
、
心
や
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
、
ア
ル
コ
ー
ル
等
の

。
消
費
生
活
相
椴

日
9
時

1
M時

。
一
般
相
談
毎
週
月
1
金
曜

日
9
時
i
M時

。
膏
少
年
相
談
室

(
市
民
セ

ン
タ
ー
2
階
)
旬
路
剖
|
七
三

一一。
悩
み
ご
と
は
。
ヤ
ン
グ
テ
レ

ホ
ン
。
電
話
お
|
七
八
三
O

毎
週
月
5
金
昭
日
9
時

sm時

却
分
(
土
嶋
田
は
日
時
1
M時

却
分
)

。
福
祉
会
館
屯
話
お
|
二

一一一一
一一一一一

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、
住

宅
、
医
療
)
相

鮫

ロ
月
9
日

(
木
)
日
時
却
分
3
日
時
却
分

予
約
制

。
生
活
支
揖
相
談
・
ポ
ラ
ン
テ

毎
週
金
昭

ご
の
mqが
吸
収
さ
れ
た
り
、

歯
ぐ
さ
が
ち
ぢ
ん
だ
り
す

る
。
し
か
し
、
歯
を
失
う
大

き
な
原
因
は
、
む
し
歯
と
歯

周
病
で
、
い
ず
れ
も
歯
の
周

り
の
不
潔
が
あ
げ
ら
れ
る

が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ

り
、
歯
の
質
や
歯
並
び
、
健

康
状
態
も
要
因
の

一
つ
で
あ

る
。
少
な
く
と
も

一
日

一
回

は
歯
み
が
き
を
。

老
後
を
快
適
に
暮
ら
す
た

め
に
は
、
口
ζ
う
の
管
理
が

大
切
。
全
身
の
健
康
は
、
ま

ず
歯
か
ら
。
(
健
康
課
)

悩
み
を
持
つ
本
人
や
家
族
を
対

象
と
し
た
心
の
健
康
相
談
を
毎

月
行
っ
て
い
る
。

マ
ロ
月
日
程

1
日

(
水
)
、

8
日

(水
)

・
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

却
分
1
3時
泊
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所
(
訪
問

も
可
)

マ
担
当
者
精
神
科
医
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
屯

話
詑
|
O
一
三
O
)
予
約
制

ィ
ア
相
般

毎
週
月
1
金
曜
日

8
時
却
分
1
口
時

。
結
婚
相
談
毎
週
日
曜
日
刊

時
i
日
時
(
除
く
第
3
日
曜
日
)

O
母
子
相
験
・
家
庭
児
童
相
鮫

毎
週
月
1
金
臨
日
9
時
t
m時

。
高
齢
者
職
業
相
殺
毎
週
月

3
金
曜
日
9
時
却
分
i
M時

。
婦
人
相
談
ロ
月

9
日

(
木
)
叩
時
3
日
時

。
子
供
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

包
括
お
|
六
O
一二

毎
週
月

1
金
昭
日
9
時
1
口
時
(
電
話

相
談
毎
週
月
1
土
曜
日
、
除
く

第

2
土
晦
日
)

@
保
健
セ
ン
タ
ー

包
括
M

l
o
=一一一

。
成
人
病
相
談

毎
週
火
暇
臼

9
時
却
分
3
日
時
却
分
予
約
制
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第九のコどい鑑費者の義美献血Iζζ脇1JをEf
12月12日(日)
午後 2時間演

市民センター
ベートーベン交轡幽第九番
ニ短制作品125合唱付
松 井 真 之
平塚室内合奏団

ソプラノ 岩崎由紀子
アルト 大藤裕子

テノール 藤原主主雄

パス エ疎博
・合唱団 一般公募による市民合唱団
・入場料 1.000円

・前売所 市民センタ一、ヤンレイレコー ド(ラスカ 4階)、稲元昼楽器1苫、
サクラ魯J苫本腐、花水ffiJ苫、出口包l苫(大磯)

・問い合わせ 市民センター 包括 32-2235

時

場
目

-指輝
・管弦楽

・5虫ロ昌

日

会
自

。ご協力ありがとうございました <9月分〉

神奈川大学ローターアクトクラブ、日本クラウンコルク開平爆エ湖、横浜ゴム胸
平型車製造所

。街頭献血予定日

①12月15日〈水〉紅谷パールロード

②12月何回〈木)Aコープ旭j苫

③12月17日〈金〉平塚駅北口

以上献血時聞は午後 T時-3時30分
④ 12月21日〈火〉紅省パ-)レロード

⑤12月25日〈土) )) 

以上献皿時聞は午前10時~午後3時30分
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広報ひらつか

総合体育館 日
本
サ
ッ
カ
ー
リ
1
グ

(J

リ
1
グ
)
は
、
十
一
月
十
六
日

の
理
事
会
で
J
リ
l
グ
準
会
員

の
ベ
ル
マ

1
レ
平
塚
と
ジ
ュ
ピ

ロ
磐
田
の
J
リ
l
グ
昇
格
を
正

式
に
決
定
し
た
。

J
リ
1
グ
は

来
年
三
月
十
二
日
開
幕
、
十
ニ

チ
l
ム
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

十

一
月
十
六
日
夕
方
、

J
リ

ー
グ
か
ら
待
ち
に
待
っ
た
朗
報

が
届
い
た
市
内
は
祝
賀
ム
ー
ド

一
色。

平
塚
駅
周
辺
で
は

「市

民
応
援
団
」
や
サ
ボ
l
タ
ー
た

ち
が
街
に
繰
り
出
し
、
羽
田
び
を

爆
発
さ
せ
た
。
商
庖
街
で
は
祝

い
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
駅
北
口

で
は
サ
ン
パ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て

「ベ
ル
マ
1
レ
」
の
大
合

12 
月

第 516望号

ベ
ル
マ
1
レ
平
塚
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
は
、
平
塚
市
に
広
が
る

湘
南
海
岸
を
イ
メ
ー
ジ
、
海
を

司
る
神

「ポ
セ
イ
ド
ン
」
を
モ

チ
ー
フ
と
し
て
い
る
。
愛
称
は

十
二
月
中
旬
に
発
表
さ
れ
る
。

。第 10回平塚市バスケッ トポールフェ

スティパル
・12日12時30分車いす招待試合パ

ラ神 奈 川×埼玉ライオンズ、 14時

日本リーグ男子 新日鉄×大和証券

。そのほかの主な大会

5日 9時 神奈川県中学校卓球大会

・23日 9時第18回やまゆり杯バレー

ボール大会

・25日-27日 9時神奈川県中学校選

抜バドミントン大会

寒
さ
に
負
け
ず
/

ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
参
加
を

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
は
、

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
し

成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
、
リ

ズ
ム
に
の
っ
て
体
を
動
か
し
心

身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

た
だ
こ
う
と
、
今
年
度
四
回
目

の
フ
ィ
ト
ネ
ス
教
室
を
開
催
す

る。
申
し
込
み
は
、
十
二
月
六
日

(
月
)
ま
で
に
平
塚
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
(
平
塚
球
場
内

・

屯
話
回

l
O
一
O
二
)

へ
。

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
る
。

マ
臼
程

1
月
日
日
(
火
)

1
3月
口
日
(
木
)
の
聞
の
毎

週
2
回
、
全
国
回

・
時

間

第

l
コ
l
ス

午

前

9
時
泊
分
5
日
時
、
第
2
コ
ー

ス
午
前
日
時

3
午
後
0
時
初

-平塚球場は 3月 10日まで施設

整 備 の た め使用できません。

.平塚競技場 は 2月末まで改修

工 事 の た め使用できません。

※問い合わせは、総合公園管理

事務所(電話35- 2233)へ。

分マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

女
性
で
、
第
1
コ
l
ス
は
的
歳

ま
で
、
第
2
コ
ー
ス
は
印
歳
か

ら

ω歳
ま
で
の
健
康
な
方

マ
定
員
各
コ
1
ス
と
も
百
八

十
人

マ
参
加
料

四
千
五
百
円

ス
キ
ー
講
習
会

教
育
委
員
会
で
は
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る
市
民
ス
キ
l
講
習

会
を
開
催
す
る
。

申
し
込
み
は
、
十
二
月
二
日

(木
)
か
ら
平
塚
球
場
内
体
寸

課

(屯
話
出
l
一二

O
六
O
)
で

受
け
付
け
る
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
。

マ
日
程

2
月

日

日

(
金
)

5
幻

臼

(
月
)
、

3
泊

4
円

(車
中
1
泊
)

・
出

発

団

日
午
後
9
時

・
帰
哲
れ
日
午
後
8
時

※
場
所
は
い
ず
れ
も
見
附
台
体

句

J

官
同

t
3
1
 

マ
会
場
長
野
県
北
志
賀
竜
王

ス
キ
1
場

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る

ほ
山
歳
以
上
の
方
(
高
校
生
は
除

く
)

司
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g
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i
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Sz
a
-
-
1
J

よ
忠

一
ド
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学

グ

供

カ

郡

一

=
24
S
議
臨
薗
圃
国
P
I
N
J
L山

町

-

の

と

対

一

ン

小

ン

子

く

理

:

一

一一
色
機
富
岡
曹
門

¥J-
R師

い

一

ピ

ラ

、

ニ

。

な

(
へ

一一

一一
一

誠一
賜
臨
園
田
濁
}
サ
明
宮
崎

2
J凶
ト

北

町

齢

ユ

一二
脇
被
闘
翻
剛
一
y
i一m

立
法
併
は
縦
。
町

一一

ご
療
趨
ヨ
唄

ι一勺
r司
カ

九

で

て

手

う

直

る

一

三

一

二
議
閣
S
J『ピ
土

御
坊
主
主
臨
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一

一
級
ぶ
騨
喝
叫
眠
藤
戸
払
伊
よ

ペ

器
註
M

U
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一一議
抑
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ι士
山
訪
問
清
弘
一

一二
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園
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て

合
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体
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Z
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1
1
l
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1
1
…

l
i
1
1
1……
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マ
定
員

刊
人
(
先
着
順
)

マ
参
加
賀

三
万
六
千
円

(申

し
込
み
の
際
に
持
参
の
こ
と
)

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果

〔
第
初
回
市
内
実
業
団
対
抗
体

育
大
会
〕
叩
月
M
目
、
紅
白
、

見
附
台
体
育
館
ほ
か
、
制
チ
ー

ム

(九
百
八
十
九
人
)
が
参
加

マ
各
都
目
優
勝
チ
l
ム

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
市
役
所
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

日
産
車

体
、
硬
式
テ
ニ
ス
男
子

三

共、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
第

m回
記
念

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及

と
発
展
を
図
る
た
め
、
今
年
も

十
二
月
十
二
日
(
日
)
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
総
合

体
育
館
を
会
場
に

「バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
か
れ
る
。

今
回
は
第
十
回
の
記
念
大
会

と
し
て
、
昨
年
ま
で
の
内
容
に

加
え
、
日
本
リ
1
グ
男
子
公
式

戦
と
車
い
す
チ
1
ム
の
招
待
試

合
を
行
う
。

ぜ
ひ
、
ご
観
戦
を
。

な
お
、
入
場
に
は
整
理
券
が

必
要
と
な
る
。
整
理
券
は
、
総

合
公
園
管
理
事
務
所
(
電
話
お

ー
ニ
ニ
一
二
=
己

、
に
し
き
ス
ポ

ー
ツ
(
明
石
町
)
ほ
か
で
配
布

し
て
い
る
。

①
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

招
待
試
合
の
出
場
チ
1
ム
紹
介

.
パ
ラ
神
奈
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
昭
和
六
十
二
年
か
ら
平
成

三
年
ま
で
国
体
で
五
連
崩
ず
る

な
ど
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

実
力
を
誇
る
。
今
年
の
日
本
選

手
権
大
会
で
も
優
勝
し
た
。

・
埼
玉
ラ
イ
オ
ン
ズ
平
成
三

年
に
日
本
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
準
優
勝

す
る
な
ど
、
常
に
全
国
ベ
ス
ト

4
の
実
力
を
維
持
し
て
い
る
。

同
女
子
三
菱
樹
脂
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
三
共
化
成
工
業
、
卓

球

三
菱
樹
脂
、
サ
ッ
カ
ー

三
協
化
学
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

小
松
製
作
所
A

{第
包
囲
少
年
少
女
剣
道
大

会
】
叩
月
口
日
、
総
合
体
育

館
、
五
百
三
十
九
人
が
参
加

マ
各
部
優
勝
者

(チ
l
ム
)

.
小
学
生
男
子
各
学
年
の
部

浅
石
卓
真
(
富
士
見
小

1

年
)
、
大
久
保
航
(
富
士
見
小

2
年
)
、

竹
崎
竜
馬

(旭
小
3

年
)
、
吉
田
京
広
(
大
原
小
4

年
)
、
長
谷
部
義
明
(
旭
小
5
年)、

吉
田
正
鹿
(
大
原
小
6
年
)

・
同
女
子
の
部
小
浜
育
英

(金
田
小

3
年

・
低
学
年
の

部
)
、
四
方
田
愛
(
中
原
小

4

年
)
、
佐
藤
亜
貴
子
(
中
原
小

5
年
)
、
石
塚
頼
子
(
金
田
小

6
年
)

・
中
学
生
男
子
の
部
石
田
時

文
(
春
日
野
中
1
年
)
、
住
崎

誠
洋
(
春
日
野
中
2
年
)
、
森

田
博
樹

(金
旭
中
3
年
)

・
同
女
子

の

部

佐

藤

結

容
・

(
金
旭
中
2
年

・
全
学
年
)

・
団
体
の
部
敬
武
館

く
ら
し
の
勉
強
会

な
お
、

二
歳
以
上
の
お
子
さ

ん
に
は
保
育
も
あ
る
の
で
、
申

し
込
み
の
際
に
お
申
し
出
を
。

マ
日
時
ロ
月
2
日
(
木
)
午

前
日
時

5
正
午

マ
会
場

M
N
ピ
ル
日
階
ひ
ら

つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

マ
定
員
百
五
十
八
人
(
先
着
思

交
際
費
や
冠
婚
葬
祭
費
、
マ

ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
勉

強
会
が
聞
か
れ
る
。
申
し
込
み

は
、
屯
話
で
地
域
づ
く
り
課

(
電
話
お

l
一
一
一
一

内
線
二

六
一ニ)

へ。

生活関連物資価格調査表
消費生活モニター30人による11月分の平均価格

品 回 規 格 小 売 l苫 スーパー

合成洗剤 1.5kg(無 υン) 709円 714円
サラダ油 1 kg(ポリ入) 456円 464円
しょうゆ 1 .e， (パック) 313円 297円
トイレット

65m (12個 ) 466円 496円
ペーパー

豚 肉 100 g (モモ肉) 158円 145円
鶏 JJf; M10個 (ノTック) 159円 155円
さ け 100 g (切り身) 167円 240円
じゃカ旬、も 1 kg(男爵) 196円 218円
ほうれん車 1把 106円 123円
み "e 1kg(赤みそ袋入) 355円 386円
初〉 糖 1 kg(上白糖) 243円 242円
食パ ン 1斤 164円 162円
:.tT t泊 18.e， (酉己i釜) 927円
ガソリン 1 .e， (現金) 121円

第40田市内一周駅伝出場チーム募
とき 1月9日(日)

午前8時30分出発

【コース】
第 1区総合公園一 城島小学校 6.6 km 

第 2区城島小学校一大住中学校 7.4 km 

第 3区 大住中学校一 みずほ小学校 5.0 km 

第 4区 みずほ小学校一 吉沢小学校 7.0 km 

第 5区 吉沢小学校一 山城中学校 5.9刷

会長 5区間 31.9 km 

・チーム編成 監督 1、選手 5、補欠 2計 8人

.各地区体育振興会単位で 1チームとする

①申し込み 12月 10日(金)までに平塚球場

内体育概(健話 31-3060)へ。監'轡会鵠 12月 15

日午後 7時平塚球場会職室

。見附台体育館 {電話31-3057)

・開放覆目 以球、バ ドミントン、パスケツ

・ト、軟式庭球(-16時}、バレー(16時-)

• 12月 6日 (月 )午後 1時~午後 8時

・12月 20日(月) // 

。金田公民館体育館 (剛舌31-2136)

0金目公民館体育館 {他都ト0101)

0神田公民館体育館 (電話55-0239)

O旭南公民館体育館 {制舌31-2255)

・開放覆目 バレー(9時-1311"')、パ ドミン

トン、以球 (131時-16時}、パスケット(16
時 -20日寺)

• 12月 6日 (月 )午前9時 ~ 午 後 8時

・12月 20日(月) // 

健胃飽@闘fliZ固
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